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NPO 法人（内閣府認証）産業クラスター研究会

地域経済の活性化を目指し、社会貢献をしています。

URL   h t t p : / / w w w . c l u s t e r . j p /

クラスターとは、ぶどうの房や羊の群れを意味します。米国の経済学者マイケル・ポーター氏が著書『経
済戦略』の中で異業種間のネットワークを構成している状況を意味するものとして『産業クラスター』

という言葉を使っています。私たちは地域経済活性化への貢献を目指して、2003 年８月に産業クラスター
研究会を設立しました。

◆ 横浜経済の活性化に向けて◆

横浜 市 経 済 観 光 局 長  
 　 　 　 渡 辺 　 巧 教 （わたなべ　かつのり）

　新年、明けましておめでと
うございます。
　本年も、みなさま一人ひと
りが健やかにご活躍され、ま
た産業クラスター研究会がご
発展されることをお祈り申し
上げます。
　研究会のみなさまには、本
市の「経済の新たな担い手創生事業」において、協
働事業をすすめていただいております。中小企業が
抱える課題やニーズが多様化する中、産業支援型Ｎ
ＰＯとして地域経済の活性化に向けた活動を、熱意
をもって進められていることに感謝いたします。
　さて、市内経済は、とりわけ中小企業を取り巻く
状況や雇用情勢など、依然として予断を許さない厳
しい状況が続いております。私は昨年 4 月の経済観
光局長着任以来、中小企業の資金繰りの円滑化や市
民の雇用の安定など、緊急経済対策を最優先に、全
力を挙げて取り組んでいるところです。
  　同時に、不況の先を見据え、付加価値の高い技術・
製品の開発や独創的な知的財産の活用を促進し、中小
企業の競争力を高めるための施策を推進しています。

『横浜経済の新たな担い手創生事業とは？』
産 業 支 援 型 N P O  を は じ め と す る 経 済 の 新 た な 担 い 手 の ノ ウ ハ ウ 等 を 活 用 し て 、中 小 企 業
支 援 、 ベ ン チ ャ ー ・ 創 業 支 援 な ど の 経 済 活 性 化 事 業 を 協 働 に よ り 推 進 す る こ と で 横 浜 経
済 の 活 性 化 を 図 る と と も に 、 事 業 実 施 を 支 援 す る こ と で 担 い 手 の 成 長 ・ 発 展 を 促 す こ と
を 目 的 と し て い ま す 。

さらには、新たな社会的課題をビジネスチャンスと捉
え、環境やライフサイエンス分野の新産業創出に向け
て、成長分野の振興に重点的に取り組んでおります。
　本年の 10 月には、羽田空港の再拡張・国際化が実
現し、11 月には APEC 首脳会議が開催され、横浜の
国際的な知名度を上げる大きなチャンスが訪れます。
この絶好の機会を活かし、さらなる国際コンベンショ
ンの誘致や、海外とのアクセス利便性向上を起爆剤と
し、市長のトップセールスなどにより、国内外からの
企業誘致を積極的に進め、横浜の将来の発展につなげ
ていきたいと考えております。
　産業クラスター研究会は、市内各所に出向かれて中
小企業の課題やニーズを掘り起し、対応されています。
厳しい経済状況の中で、まさに、民の力で行政では手
の届かない個々の中小企業の実情に応じたきめ細かい
サービスを実践されており、その活動は大変有意義か
つ貴重なものです。本年は横浜にとって、不況を乗り
越えて新たな一歩を踏み出すための大切な一年であ
り、研究会が地域経済の活性化の担い手として、益々
充実した活動を推進されることを心から期待しており
ます。
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　明けましておめでとうございま
す。産業クラスター研究会も本年
満６周年を迎え、新たな飛躍を遂
げる段階に入ります。これまでご
支援をいただきました関係者のみ
なさまに改めて感謝申し上げます
とともに、なお一層のご支援・ご
鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。
昨春、理事長を含め大半の役員が交代する新体制にな
りましたが、一昨年のリーマン・ショックに端を発す
る不況や円高の波を被り、昨年は中小製造業のみなさ
まにとっては大変厳しい一年でありました。みなさま
のご苦労とは比べるべくもありませんが、私たちの活
動にとっても厳しい一年でした。今年もまだ不況脱出
の糸口が掴み難い状況ではありますが、地域経済に密
着した活動を行い、少しでもみなさま方のお役に立て
ればと念じております。
さて、本年の活動方針ですが、最優先として昨年に引
続き法人会員とのさらなる関係強化に努めていきま
す。具体的には法人会員を定期的に訪問し、新たなニ
ーズの掘り起し、新製品の開発、販売体制の支援強化
に役立てたいと存じます。みなさま方のご意見・ご要
望に基づいた内容をさらに吟味・理解し、本年の活動
指針に織り込みます。まず昨年 7 月と 10 月の経営セ
ミナー開催、12 月の経営者交流会（ミニ講演会）な

どの結果を分析し、充実した新企画を準備するととも
に、従来の支援内容（特許調査、ISO 取得、翻訳業務、
HP 作成、住宅リフォームなど） の充実に努めてまい
ります。
次に、行政機関、大学、各種団体との関係構築をさら
に深めていきます。横浜市との協働事業は終了します
が、これまでの経験と実績を基に横須賀・三浦地区、
横浜市内の中小企業と他県企業との仲介役など、また、
横浜市内の法人会員拡大活動においても金沢区から戸
塚区、栄区、港北区などに活動範囲を一段と広げてい
きたいと思います。また、大学との産学連携も関東学
院大学様との間で具体例が開始されましたので、法人
会員への積極活用を PR していきます。また、諸先輩
の人脈などから県の商工労働部、横浜市の経済観光局・
共創推進事業本部（ECO2 関連）、さらに横須賀・三
浦地域県政総合センター、横須賀市などとの情報収集
と連携強化を図っていきます。
一方、運営管理の合理化の強化を目指していますが、
昨年運営規定の一部改定・成文化を行いスリム化を実
施しました。本年は財務体制強化の一環として認定
NPO 取得の検討を開始し、法人企業からの賛助金拡
大などに道を開きたいと考えています。
最後になりましたが、当研究会のミッションにご賛同
され社会貢献の志がおありの方、是非ともご入会下さ
るようお願いし年頭のご挨拶といたします。

新春の
　ご挨拶 ••• 地域企業に寄り添って •••

理事長　　木下　　武本年の活動目標
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部 会 活 動 紹 介
★企 業 支 援 事 業 部 会★★★★

★住宅リフォーム事業部会★★★★

★横 浜 事 業 部 会★★★★

★ホームページ事業部会★★★★

★海外関連事業部会★★★★

　横浜北工業地区を中心に会員募集活動を展開中。業
種により若干異なる面もあるが、中小製造業の方々を
訪問して出てくる声は、とにかく注文が欲しいという
切実な願い。新年を迎え今年は皆さまの展望が開ける
ことを心より望みます。
　そのような期待も込めて、昨年秋には横浜市主催
による「横浜ライ
フデザインフェア
2009」 が 開 催 さ
れ、私たちも参加
し私たちの活動を
PR 致しました。

★産官学連携支援部会★★★★

　このたび関東学院大学との間で産学連携案件が成立
し、当産業クラスタ－研究会の法人会員である H 社
の抱えている問題解決のための会議が開催されまし
た。去る 10 月 8 日、第 1 回打ち合わせが関東学院大
学で行なわれ、企業側から抱えている問題を説明、い
ろいろなコメントをいただきました。その場で結論が
得られたわけではありませんが、違った立場から見た
技術的提案は企業にとって有益なヒントを得たものと
おもいます。提案された課題を会社に持ち帰り、社内
で検討整理して次回報告、さらに問題解決に進むこと
になります。一回ですぐに解決できるものではなく、
企業にとって大学との関係を深めることが出来ればそ
のメリットは非常に大きいものであります。
　当部会は法人会員と大学との間に立って法人会員の
抱えている技術的問題解決に限らず将来の企業像の設
計、大学におけるシ－ズの活用も含め支援します。法
人会員の方はどうぞご遠慮なくご相談ください。

　特許・実用新案などの出願動向を知るニーズは益々
高まり、法人会員Ａ社から仕入れ先や競合他社の出願
状況の調査依頼を受けて昨秋に報告しました。
 　また、法人会員Ｂ社からは過去に締結した契約書
の調査依頼がありました。相手は米国の中小企業で、
検索は難航しましたが、ある検索ツールを用いて調査
中です。
 　経営セミナーについては、個人会員のＳ氏が講師
になって昨年 7 月と 10 月に実施しました。これは法
人会員への支援強化の一環として実施したもので、さ
らに充実した企画を実行に移していきたい。
 　ISO については法人会員Ｃ社に対して ISO27001 
の予備教育を昨年 4 月から毎週月曜日に実施し、本
年 2 月には認証取得の予定です。

　他の NPO 法人との連携を図る方針の中で、このた
び NPO 法人シニア SOHO 横浜・神奈川（略称 SVYK） 
と提携しました。当会が請負った A 社の 30 周年記念
行事の一環としてのホームページ開設業務およびコン
テンツ制作を委託して 12 月末に無事納品しました。
 　また、自社ホームページを社員が行うという A 社
の意向を受けて同社に出向いて研修を行いました。

　発注者の依頼を受けて当会会員である建築士が契約
から工事完成までの管理（目付け役） をおこなうもの
です。12 月初めにハイランド（横須賀市）のリフォ
ーム工事の「目付け役」が完了しました。
　また、12 月 17 日（木）に浦賀コミュニティセン
ターで、午後３時から５時まで相談会を開催しました。
このセミナーは横須賀市消費生活センターとの共催で
実施しています。

　海外ビジネス激減のあおりを受け、これまでの事業の
主流であった海外向け技術資料の翻訳業務は打撃を受
けましたが、米軍入札やその受注後の業務に必要な技術
報告書の英訳は、即応体制を改善して依頼主にご満足い
ただいています。
　米軍入札に関する業者支援では、従来からの支援内容
を継続する一方、新たな支援体制を構築した横須賀商工
会議所への協力についてもさらなる効果的な方法を検
討しています。
　最近海外企業の信用調査方法についての相談があり、
JETRO での調査、ウェブサイトから米国データバンク
へのアクセスなどで必要なデータを取得し、依頼主に提
供することができ満足いただきました。
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法人会員 紹 介

　わが社は、1977（昭和 52) 年の創立以来、プリン
ト基板設計の専門メーカーとして、事業を進めてきま
した。
　当時はまだパソコンはなくオフコンの全盛時代で、
プリント基板の設計は CAD システムもなく手作業で
おこなっていました。自動での設計を脳裏に入れつつ、
プリント基板の自動設計システムを作ることが目標で
した。
　1984（ 昭 和 59) 年 に、CAD シ ス テ ム を 導 入
し、手作業のアートワークから CAD 設計へと移行
しました。その間、市場の電子部品もディスクリ
－トから表面実装へと変化し、設計内容もより複
雑なものになりました。そのころからプリント基
板自動設計システムの作成を断念し、現在のよう
な対話型 CAD での設計に方向転換しました。現在
では、処理情報量の増大や高速化にともない、設
計ツールとして活用する体制も確立してきました。 
　高密度配線基板はもとより、難易度の高い設計をお
こなってきた過去の経験を生かし、設計・基板作成・
実装等、製品完成全般をカバーできる体制を整えま
した。また、基板制作・実装のコスト低減の提案や豊
富な CAD 設備により、デジタル基板、アナログ基板、
携帯電話や通信用の高周波基板などセット基板の設計
も可能にした回路設計から FPGA（フィールド・プロ

グラマブル・ゲートアレー）製作をおこなうことで製
品開発業務のできる企業として追求してきました。
　ソフト部門は 1997( 平成９）年より立ち上げ、移
動体通信における移動体通信の端末 / 基地局の機能評
価、性能評価、を主におこなっております。また、そ
れらに関連して、評価ツールの開発や将来モデルの仕
様検討に際し、IT 分野の最新技術の調査・解析を手
掛けており、他ネットワーク分野では Linux OS を用
いての組み込み、オペレーションシステムの開発、関
連した性能測定用試験ツールの、開発をおこなってお
ります。
　すべての分野でよりいっそうの品質管理が必要にな
り、昨年は産業クラスターさんに講師をお願いして、
ISO9001 を取得しました。
　今後とも社員一同優れた品質の製品を作るよう頑張
る所存です。

日本電子エンジニアリング株式会社
〒 239-0847　横須賀市光の丘 ８−３
　　　　　   YRP ベンチャー棟 213 号
TEL 046-839-4623/ FAX 046-839-4624
http://www.j-e-e.co.jp

【事業内容】
　各種ソフトウエアの開発。端末、基地局のソフトの開

発。サーバー構築、ネットワーク構築。プリント基板の

設計と製造。

整った設備で、伸び伸びと作業をする社員
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ボランティア活動は “ 働楽 ” �

N P 0 法 人 ヴ イ エ ム シ イ
　 　 　 　 理 事 長 　 鈴 木 　 隆 さ ん人人人人人

　第 68・69 代総理大臣の大平正芳氏が、好んで色紙
に書かれたという「着々寸進、洋々万里」という言葉
が好きです。とおっしゃる鈴木隆さん。「働楽（働き、
そして楽しむ）」をキーワードに、社会貢献をしなが
ら長いシニアライフを楽しもう、と集まった 60 数名
の束ね役として 2009 年の６月、理事長に就任されま
した。「“ 働楽 ” とは言い得て妙、いいですね」と、切
り出すと「いいでしょう。先輩が何年も前から考え
ていた “ 大いに働いて、大いに楽しむ ” という持論を
拝借しました。退職して自宅にジッとこもっているよ
りは、明日死ぬかも知れない危険を冒しながらも、現
役時代とはひと味もふた味も違った場を踏んでみない
か、ということを彼から教わったのです」
　老舗アパレルメーカーの営業本部長を最後に退職。

「ゴルフ三昧だった私の背中を押したのは家内でした。
横浜市のベンチャー・マネージャー制度に登録してく
ださい、という広報を見て、家内が勝手に用紙を貰っ
てきて、あなたにできることは、こんなことしかない

でしょ、という
ことで、書き込
んで提出したの
が、VMCY とか
かわる切っかけ
です」。
　シブシブ首を

突っ込んだとおっしゃるセカンドステージ。いつの間
にか会にとっては、なくてはならない中心メンバーに
なっています。「いやあ、現役時代並みの、それ以上
の忙しさですよ」とビッシリ書き込まれた手帳をめく
りながら、結構いまを楽しんでいらっしゃる。
　現役時代には会社の再建を任され、人員整理をせざ
るを得なかったことが、私の人生で一番厳しい出来事
でしたと、言葉を選びながらの話し振りに、懐の深さ
が感じられます。
　着々寸進、洋々万里「私も日々努力せねばいかんな
あ」と最後に。

■ 第２回経営セミナー（社員教育研修会）

　昨年の７月 29 日（水）に第一弾として、横須賀産
業交流プラザで、当会の前副理事長の鈴木清文さんが、

「不況脱出！注文とるコツ教えます」と題して講演し
ました。参加者のアンケートやご意見が、非常に良か
った、さらにより深く第二弾をやって欲しいとのご要
望により、10 月 28 日（水）に前回と同じ会場で開
催しました。
　テーマの核心「不況脱出の心構え」では、不況の感
じ方が甘い、もっと必死さをもって、指示待ちではな
く、自らが切り開くという強い信念を持って、あらゆ
ることを考え行動せよ、と熱っぽく語られました。
　「新規開拓の仕方」では、情報をしっかりキャッチ
し、相手の立場に立った情報を盛り込んだ提案をする

不況を脱出！
　　　　会社を強くするための営業

講   師 　 鈴 木 　 清 文 さ ん
こと。また、メールは便利だが、安易に使うな、相手
の了解を得てからという配慮が欲しいの一言は、当た
り前のことですが、なかなか気付かないことです。さ
すがに筋金入り、人を動かす大事なポイントだと感じ
入りました。
　今日のセミナーの圧巻「倒産寸前の会社を再建させ
た具体例」での、会社の問題点を明確に分析し、納入
先へのクレーム対策を徹底的に行い、信頼回復してゆ
く過程は、鈴木さんの熱血そのもののドラマであり、
社内外を一手に掌握していく内容には、経営者はじめ
参加者が心を打たれ、大変参考になったのではないで
しょうか。
　質疑応答では、「今日営業に出る前にこの講演を聞
いていれば、事前準備が十分にできて、より上手くい
ったと思いますが、明日から大いに活用させてもらい
ます」などの発言があり、具体的な内容の質問で時間
をはるかにオーバーするほどでした。
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 平成 21 年 12 月 3 日 ( 木 )
　　　　　  18:00 〜 21:00
北久里浜駅前　一升屋本店

【経営者交流会と会員集会・忘年会】

馬来  義弘さん を囲んで

　クラスター設立当初からの懸案事項だった法人会員
トップ同士の交流を深める「経営者交流会」の第一回
目が、12 月３日、北久里浜駅前の一升屋本店で行わ
れました。
　当日は個人会員との交流をも兼ねて、神奈川県商工
労働部顧問で前県産業技術センター所長の馬来義弘さ
んのお話をうかがいながらの忘年会もあわせ、例年と
はひと味もふた味も深みのある密度の濃い会でした。
　馬来義弘さんは民間企業で研究開発、経営企画等の
経験をお持ちで、実例を交えて画像を使ってのお話は、
説得力があり、興味ぶかく聞くことができました。
　特に印象に残ったことを記します。
＊経営者は結論を出すのではなく、「決心」すること
が求められている。
＊企業に長期的な成功をもたらすのは、商品ではなく
商品をつくるプロセスである。
＊企業としての強みである技術を明確にし、その技術
を継続的に育てること（民間企業の研究所にいたとき
のこと。コストカッターと言われたあのゴーン社長が
着任され、研究費を削減されると覚悟したが、研究コ
ストは投資だと言われた。そのときに研究した技術は、
いま生きている）。
＊同一業界だけでなく他業種の情報収集とその有効活
用が重要。
＊人材がいないと嘆く社長・上司は、部下を育ててい
ないから。以上不十分ですが誌面の都合で割愛します。
　忘年会では、初めて会った法人会員と個人会員が、
終始旧知のような和やか雰囲気で歓談し、アッという
間の３時間でした。
　※右の画像は講演資料の一部です。

好きなアルコールより、まずは「勝ち組」を目指してメモを！
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編集人の放談

◆◆◆◆◆新会員紹介◆◆◆◆◆

【個人会員】
✿ 安藤 哲也……横須賀市長井在住　現在（株）アサヒリソース（再生資源回収業）に勤務。
　環境関連支援の活躍を期待します。
✿ 吉岡 郁郎……横須賀市池上在住　メリルリンチ・シティバンク OB。風力発電に興味があり。環境、金融
　関連でのご活躍が期待でそうです。
✿ 鈴木 裕子……横須賀市船越町在住　 当会法人会員の太南工業で、営業、総務事務を担当、産業クラスター
　研究会の窓口でもありました。退社され改めて個人会員として入会されました。
　女性の入会大歓迎よろしくお願いします。

・・・事務局からのお知らせ・・・
◉住宅リフォームの相談会……2010 年２月４日（木）　14:00 〜 16:00　追浜コミュニティセンター南館　
　この相談会は横須賀市の後援をいただいての開催で、毎回盛況です。ご来場をお待ちしています。
◉神奈川県の中小企業政策と知的財産活用セミナー
　2010 年２月 18 日（木）15:00 〜 17:15　横須賀合同庁舎　５階大ホール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横須賀市日の出町２- ９-19　TEL : 046-823-0210
Ⅰ 神奈川県の中小企業政策　　　　　 森　  宏 明  氏　神奈川県商工労働部産業活性課  副主幹
Ⅱ 地球温暖化対策に関する計画書　　 池 貝 隆 宏  氏　神奈川県環境農政部環境計画課技幹
Ⅲ 知的財産活用入門　　　　　　　　 渡 邉 功 人  氏　神奈川県特許情報活用支援アドバイザー
Ⅳ アイディア・発明の権利化　　　　木 下　 武　氏　産業クラスター研究会理事長
＊参加費 : 無　料
＊後　援 : 神奈川県　横須賀市　横須賀商工会議所　（財）横須賀市産業振興財団
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地域経済活性化への
　　貢献を目指して活動をしています
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産官学連携支援部会

＊情報社会への対応と貴社の「情報資産」を盗難・流出・破壊等から守る ISO 27001「（情報セキュリティー管理体制）。」審査員の資格を持つ専門家が、貴社の ISMS（情報ｾｷｭﾘﾃｨｰﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄ ｼｽﾃﾑ）の構築と認証取得のお手伝いをします。
＊その他 ISO 9001（品質）、ISO 14001（環境）認証取得支援も可能です。
　お気軽にご相談ください

ISO 認証取得支援

＊大規模な研究部門を持たない中小企業と多く
の先端技術のシーズ（宝の山）を持つ大学、
各種研究所間の仲人役として活動しています。
＊工業高校、高等専門学校のインターンシッ
プにも取り組みたいと思っています。興味あ
る企業のみなさま気楽に声をかけて下さい。
このような活動に興味のある個人の方の参加
も大歓迎ですのでご連絡下さい。
＊特に横浜市南部地区、横須賀市北部地区、
逗子市、葉山町などに在住の方々
お待ちしています

ホームページ作成・更新支援

＊情報をいち早くキャッチして、より効率よく

楽しくすごしましょう。貴社とあなたのホーム

ページ作成・更新のお手伝いをします。

＊すでにホームページをお持ちのでも、その

更新に苦労をされているケースが多く見受け

られます。更新作業をご自分で行えるように、

担当者の教育、更新作業の援助を目指してい

ます。そのような業務に従事したいという個

人の方もご連絡ください。

＊ホームページ作成・更新のことならおまか

せください。ご相談に応じます

横浜事業部会

海外関連事業部会

中小製造業支援の紹介
横浜市との協働事業です！
＊生産関係支援、販売・仕入先紹介、社員教育、
地方製造業者の紹介、技術開発・技術アドバ
イス等、どんな小さなことでも結構です。ご
相談下さい�

あらゆる海外業務を支援します。＊翻訳、通訳、入札、技術提携、国際契約など実務経験豊かな会員ご相談に応じています。＊貴社の海外事業部と思ってどんな小さなことでも結構です。ぜひご活用ください。＊特に翻訳は貴社専用の用語集を拡充することで質の高さを維持して好評です。＊仏語・中国語など英語以外についても相談に応じます。
お気軽に声を掛けておかけください�

会員募集中

ご連絡を
　　お待ちしています


